
森
川
竹
溪
（
名
鍵
藏
、
字
雲
卿
、
號
鬢
絲
禪
侶
）
の
詩
詞
文
集
『
得
閒
集
』（
二

卷
一
册
、
鷗
延
吟
社
、
明
治
二
十
四
年
）、『
聽
秋
仙
館
詩
稿
』（
二
卷
、
森
川
竹
溪

遺
稿
刊
行
會
、
一
九
六
七
）
と
『
延
餘
稿
詞
集
』（
二
卷
、
國
際
藝
術
文
化
交
流
委

員
會
、
一
九
八
九
）
に
未
收
録
の
作
品
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、「
竹
溪
若

年
の
詩
詞
文
─
集
外
詩
詞
四
十
九
首
及
び
佚
文
五
篇
─
」（「
嬋
絮
」
第
三
號
所
收
、

二
〇
〇
七
）
で
は
雜
誌
「
菉
竹
新
篇
」「
海
内
詩
媒
」「
鷗
延
新
誌
」
か
ら
詩
詞
文

計
五
十
四
篇
を
拾
い
、
ま
た
前
稿
「
竹
溪
詩
詞
文
續
補
遺
」（「
學
林
」
第
四
十
五

號
所
收
、
二
〇
〇
七
）
に
お
い
て
は
、「
鷗
延
新
誌
」
第
四
十
八
集
（
明
治
二
十
三

年
一
月
刊
）
以
前
よ
り
計
六
十
八
篇
を
補
っ
て
き
た
。
た
だ
そ
の
際
、「
鷗
延
新

誌
」
第
七
か
ら
第
九
集
お
よ
び
第
二
十
七
集
、
第
四
十
四
集
に
つ
い
て
は
、
未
見

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
幸
運
に
も
こ
の
未
見
で
あ
っ
た
五
册
及
び

こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
鷗
延
新
誌
」
號
外
を
入
手
し
、

さ
ら
に
「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
と
い
う
雜
誌
に
も
竹
溪
の
詩
文
が
收
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
發
見
し
、
新
た
な
作
品
と
し
て
文
三
篇
、
詩
三
十
首
（
重
複
分
一
首
を
除

く
）
と
詞
四
闋
の
計
三
十
七
篇
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
鷗
延
新
誌
」
號
外
は
、
明
治
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
刊
行
、
表
紙
一
葉
と

溝
口
桂
巖
の
「
題
言
」
一
葉
を
含
め
る
と
全
十
五
葉
で
あ
る
。
表
紙
に
は
「
印
刷

以
代
謄
寫
」
と
あ
り
、
ま
た
「
禁
賣
買
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
裏
の
「
目
次
」

に
は
「
文
苑
拾
芳
」
と
し
て
文
五
首
の
題
目
、「
詩
歌
採
英
」
と
し
て
「
古
詩
四

首
」「
排
律
壹
首
」「
律
詩
拾
首
」「
絕
句
廿
三
首
」「
和
歌
六
首
」
が
見
え
、
さ
ら

に
「
質
疑
應
答
」
の
項
も
存
し
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
第
一
集
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
が
、「
詩
歌
採
英
」
の
部
分
に
、
第
一
集
か
ら
は
連
載
さ
れ
る
「
鬪
詩
」
欄
が
見

え
な
い
の
は
、
號
外
發
行
時
點
で
は
ま
だ
課
題
も
讀
者
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
應

募
者
も
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
當
然
で
あ
ろ
う
。
號
外
の
末
葉
に
次
囘
の
課
題
と

し
て
「
冬
至
梅
（
七
言
律
限
眞
韻
）
十
二
月
廿
五
日
限
」「
早
春
（
七
言
絕
句
）

一
月
二
十
日
限
」
と
掲
げ
ら
れ
、
後
の
第
一
集
で
は
「
冬
至
梅
」
が
、
ま
た
第
二

集
で
は
「
早
春
」
の
作
品
が
「
鬪
詩
」
欄
に
録
さ
れ
て
い
る
。

「
目
次
」
の
下
部
に
「
例
言
」
が
あ
る
こ
と
も
第
一
集
以
降
と
同
じ
だ
が
、
號

外
の
「
例
言
」
は
四
則
で
、
第
一
集
に
見
え
る
第
五
則
「
此
篇
評
閱
、
係
于
馬
杉

雲
外
先
生
一
手
」
と
い
う
文
言
が
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、
當
時
は
ま
だ
編
集
の
方

針
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
據
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
號
外
に
お
い
て
も

雲
外
の
評
が
最
も
多
い
が
、
大
沼
枕
山
、
森
槐
南
、
ま
た
淸
・
胡
秉
卿
の
評
語
も
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附
さ
れ
て
い
る
。

末
尾
の
刊
記
に
は
、「
發
行
所

東
京
牛
込
區
白
銀
町
三
十
一
番
地

鷗
延
吟

社
」
と
あ
り
、
編
輯
人
は
第
一
集
と
同
じ
野
閒
金
五
郞
、
幹
事
と
し
て
中
川
周
春
、

藤
澤
謙
之
助
、
田
中
武
恭
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
補
助
の
欄
に
は
、
森
川

竹
溪
、
篠
崎
柳
園
、
磯
部
蒼
崕
の
名
が
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
號
外
が
發
行
さ
れ
た
經
緯
に
つ
い
て
、
號
外
の
「
社
吿
」
に
は
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
誌
發
行
ノ
義
願
置
候
處
未
ダ
許
可
不
相
成
候
ニ
附
本
月
一
囘
ハ
號
外
ヲ
以

テ
發
刊
ス
尤
モ
來
一
月
發
刊
迄
ニ
ハ
必
ズ
許
可
相
成
ベ
ク
候
閒
諸
君
幸
ニ
諒

セ
ラ
レ
ヨ

す
な
わ
ち
、
ま
だ
「
許
可
」
が
下
り
て
い
な
い
の
で
號
外
を
發
刊
し
た
が
、
翌

一
月
に
は
「
許
可
」
が
下
り
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
許
可
」
が
何
處

か
ら
の
何
の
許
可
を
指
す
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
明
治
八
年

六
月
に
太
政
官
よ
り
布
吿
さ
れ
た
「
新
聞
紙
條
例
」
に
よ
る
出
版
認
可
で
あ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
正
式
な
認
可
前
に
、「
禁
賣
買
」
と
標

榜
し
つ
つ
も
雜
誌
を
同
好
の
士
に
配
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
く
思

わ
れ
る
。

「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
は
、
明
治
十
四
年
十
一
月
に
號
外
、
翌
十
二
月
に
第
一
號

が
刊
行
さ
れ
、
以
後
お
お
む
ね
月
に
二
回
の
頻
度
で
發
行
さ
れ
て
い
る
。
終
刊
が

何
號
で
あ
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
確
認
で
き
る
最
も
遲
い
號

（
１
）

は
明
治
二
十
四
年
十
二
月
刊
の
第
二
二
三
號
で
あ
る
。
發
行
所
は
有
終
社
、
卷
頭

に
湫
村
市
川
光
範
の
題
詞
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
眉
批
に
も
湫
村
の
名
が
多
く
見

え
、
さ
ら
に
「
鬪
詩
」
の
批
點
者
が
湫
村
で
あ
る
な
ど
、
市
川
湫
村
と
そ
の
門
下

を
中
心
と
し
た
雜
誌
で
あ
っ
た
。
な
お
特
務
社
員
に
は
、
竹
溪
の
友
人
で
あ
っ
た

三
好
痩
石
の
名
が
見
え
て
い
る
。

今
囘
調
査
し
え
た
の
は
、
號
外
か
ら
第
七
號
、
第
九
號
か
ら
一
七
〇
號
、
一
七

三
號
、
一
七
六
號
か
ら
一
九
五
號
、
一
九
七
號
か
ら
二
一
〇
號
と
二
二
三
號
の
計

二
〇
六
册
で
あ
る
が
、
こ
の
中
か
ら
竹
溪
の
文
三
篇
と
詩
二
十
首
を
拾
う
こ
と
が

で
き
た
。
作
品
以
外
に
も
、「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
に
は
、
竹
溪
の
評
語
や
雜
誌
「
菉

竹
新
篇
」「
鷗
延
新
誌
」
の
廣
吿
、
個
人
弘
報
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
竹
溪
の

動
向
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

竹
溪
の
詩
集
未
收
の
作
品
は
、
な
お
「
海
内
詩
媒
」
や
「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
の

未
調
査
分
、
ま
た
そ
の
他
の
雜
誌
な
ど
に
も
載
録
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
竹
溪
が
主
宰
し
た
雜
誌
「
鷗
延
新
誌
」
掲
載
分
に
關
し
て
は
、
幸
い
に
號

外
も
含
め
て
ほ
ぼ
拾
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
今
囘
は
、
前
稿
ま
で
に
未
見
で

あ
っ
た
「
鷗
延
新
誌
」
第
七
か
ら
第
九
集
、
第
二
十
七
集
、
第
四
十
四
集
と
號
外

か
ら
得
た
詩
詞
計
十
五
篇
と
、「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
所
收
の
詩
文
二
十
三
篇
（
う
ち

詩
一
首
は
題
目
の
み
掲
げ
る
）
と
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
竹
溪
の
初
期
詩
集
で
あ
る
『
鷗
延
樓
詩
集
』（
未
刊
）
の
題
詞
及
び
序
文
を
録
し
、

後
考
に
備
え
て
お
く
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）
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溪
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詞
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「
鷗

新
誌
」
所
收
詩
詞

〔
詩
十
一
首
〕

○
送
澤
一
舟
赴
相
州
橫
須
賀
（「
鷗
延
新
誌
」
號
外
、
明
治
十
八
年
十
二
月
）

嬋
霜
凛
凛
西
樸
東
、
木
葉
落
盡
一
望
空
。

河
梁
送
君
何
限
意
、
臨
別
欲
語
恨
無
窮
。

雖
非
人
閒
無
哀
涙
、
丈
夫
何
敢
倣
女
子
。

山
海
挽
離
君
莫
忘
、
同
臭
余
欲
倶
生
死
。

唯
願
努
力
勿
害
身
、
君
幸
自
愛
土
嬋
新
。

誰
言
東
都
地
更
好
、
世
態
倥
偬
乏
人
倫
。

嗚
呼
從
今
與
誰
語
、
俄
然
今
日
失
舊
侶
。

二
五
年
來
交
誼
明
、
一
朝
相
別
何
破
盟
。

他
日
相
見
廟
堂
上
、
不
願
吟
詠
終
斯
生
。

墨
堤
之
櫻
品
海
月
、
與
誰
游
賞
聳
吟
骨
。

墨
江
之
雪
二
橋
涼
、
與
誰
對
酌
盡
心
腸
。

驛
馬
嘶
嬋
聲
切
切
、
別
酒
酌
盡
情
難
竭
。

勸
君
一
杯
餞
別
離
、
不
用
啾
揚
費
饒
舌
。

欲
別
牽
衣
更
添
愁
、
此
行
休
比
長
江
流
。

西
東
余
唯
期
再
會
、
人
生
聚
散
似
雲
浮
。

囑
君
他
日
有
得
詩
、
郵
筒
寄
贈
慰
孤
憂
。

報
君
浙
浙
寒
嬋
夕
、
海
月
添
光
照
吟
魄
。

君
不
見
河
梁
攜
手
分
手
後
、
故
人
各
在
天
一
涯
。

江
心
波
浪
往
樸
返
、
不
知
遇
君
在
何
時
。

雁
聲
蕭
蕭
雲
漫
漫
、
海
天
何
邊
寄
所
思
。

○
詠
松
竹
梅
、
賀
寺
島
玄
石
古
稀
、
爲
其
囑
（「
鷗
延
新
誌
」
第
七
集
、
明
治
十
九

年
七
月
）

不
改
舊
時
容
、
蟠
根
似
臥
龍
。

仙
鶴
栖
其
頂
、
靑
綠
千
歳
濃
。

梅
竹
好
相
伴
、
勁
節
傲
嚴
冬
。

嘗
自
産
淇
澳
、
萬
竿
靑
矗
矗
。

虚
心
見
堅
貞
、
秀
氣
雪
中
蓄
。

龍
孫
勢
凌
天
、
莫
是
鳳
凰
宿
。

淸
標
絕
點
埃
、
香
魂
與
春
囘
。

氷
肌
樸
玉
骨
、
老
幹
帶
蒼
苔
。

本
是
仙
山
種
、
豈
唯
百
花
魁
。

○
次
森
本
沖
洲
記
感
似
在
京
諸
友
詩
韻
、
却
寄
（
沖
洲
頃
者
、
赴
任
在
相
州
橫
須

賀
）（「
鷗
延
新
誌
」
第
七
集
、
明
治
十
九
年
七
月
）

春
光
老
去
詩
思
顚
、
榴
花
百
百
樸
千
千
。

杜
宇
聲
中
微
雨
冷
、
懶
上
高
樓
賦
新
篇
。

羡
君
靑
年
聞
見
博
、
笑
吾
菲
才
蒲
質
弱
。

試
問
君
今
何
所
樂
、
海
天
遙
望
雲
漠
漠
。
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○
採
蓮
曲
（「
鷗
延
新
誌
」
第
八
集
、
明
治
十
九
年
八
月
）

蓮
花
芳
。
蓮
花
芳
。
亭
亭
帶
露
凝
淡
妝
。

恍
然
人
在
珠
簾
裡
、
嬋
送
淸
香
入
閨
房
。

日
暮
手
攜
合
歡
扇
、
悄
立
池
塘
迎
月
見
。

月
色
皎
皎
白
於
霜
、
照
來
奇
觀
一
段
變
。

憶
昔
郞
君
淸
涼
夕
、
畫
舫
攜
妾
意
淸
適
。

今
也
一
別
如
三
秋
、
郞
君
去
爲
他
鄕
客
。

思
之
思
之
更
添
愁
、
俄
然
浮
得
舊
畫
舟
。

採
蓮
採
蓮
蓮
亦
好
、
一
碧
靑
空
一
天
秋
。

忽
想
郞
君
在
何
處
、
滿
腔
悲
懷
向
誰
語
。

秋
嬋
淸
。
秋
月
明
。

露
有
輝
、
葉
有
聲
。

郞
君
今
宵
爲
底
事
、
妾
也
採
蓮
多
愁
思
。

蓮
花
芳
。
蓮
花
芳
。
採
蓮
採
蓮
轉
斷
腸
。

葉
上
露
溢
紅
裳
濕
、
葉
底
驚
飛
雙
鴦
鴛
。

夜
深
池
上
採
蓮
止
、
月
色
嬋
娟
觀
愈
美
。

追
想
往
時
不
能
忘
、
不
知
郞
君
思
妾
否
。

烏
雲
不
整
寶
釵
斜
、
爭
奈
紅
恨
亂
如
麻
。

近
來
自
覺
氷
肌
痩
、
也
似
蘇
小
門
外
柳
。

蓮
花
芳
。
蓮
花
芳
。

幽
姿
恰
似
翻
霓
裳
。
對
之
如
何
不
思
郞
。

嬋
如
迎
、
月
如
送
。
欲
歸
不
歸
心
自
痛
。

四
隣
蕭
蕭
夜
已
深
、
草
蟲
喞
喞
微
冷
侵
。

手
把
蓮
花
香
穿
鼻
、
此
際
難
忘
郞
君
事
。

濕
裳
玉
露
猶
未
晞
、
況
樸
悲
涙
滴
羅
衣
。

嬋
颯
颯
、
月
瓏
瓏
。
囘
頭
月
照
白
與
紅
。

羡
殺
芙
蕖
仍
竝
蔕
、
夜
深
同
浴
一
池
中
。

○
春
水
生
（「
鷗
延
新
誌
」
第
二
十
七
集
、
明
治
二
十
一
年
三
月
）

春
到
江
東
第
幾
橋
、
伊
人
何
在
水
迢
迢
。

相
思
書
寫
千
行
涙
、
欲
寄
去
來
潮
樸
潮
。

○
春
曉
（「
鷗
延
新
誌
」
第
二
十
七
集
、
明
治
二
十
一
年
三
月
）

誰
寫
銷
魂
上
彩
箋
、
夜
來
一
延
迹
茫
然
。

梨
花
院
落
春
猶
冷
、
楊
柳
樓
臺
水
欲
烟
。

綺
語
瑤
情
才
子
賦
、
烏
絲
紅
豆
美
人
縁
。

呢
喃
相
話
雕
梁
燕
、
驚
破
吾
儂
尚
懶
眠
。

○
送
宮
崎
晴
瀾
歸
土
佐
、
次
其
留
別
韻
（「
鷗
延
新
誌
」
第
四
十
四
集
、
明
治
二
十

二
年
九
月
）

商
飈
乍
起
拂
衣
巾
、
行
李
蕭
然
羈
旅
身
。

暫
別
豈
無
沾
袖
泪
、
遠
歸
未
必
倦
游
人
。

小
湖
楊
柳
管
絃
地
、
墨
水
晩
花
羅
綺
塵
。

佳
句
奚
囊
收
拾
得
、
高
吟
也
好
出
城
闉
。

滿
腔
忼
慨
與
誰
譚
、
更
有
閒
情
不
可
堪
。
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看
劍
鐙
前
浮
白
大
、
賦
詩
月
下
疊
歌
三
。

節
須
壯
士
筑
先
撃
、
才
是
美
人
禪
足
參
。

初
志
未
全
違
客
裏
、
樸
追
雁
雨
向
天
南
。

燭
影
重
行
酒
幾
過
、
佳
賓
在
座
奈
愁
何
。

定
知
駐
馬
古
堪
吊
、
如
見
讀
碑
苔
自
摩
。

鐵
版
一
聲
游
子
泪
、
陽
關
三
疊
雪
兒
歌
。

佗
時
有
約
相
逢
處
、
南
海
嬋
光
題
遍
多
。

〔
詞
四
闋
〕

○
極
相
思
（「
鷗
延
新
誌
」
第
八
集
、
明
治
十
九
年
八
月
）

本
意

深
閨
晝
靜
魂
賖
。
辜
負
好
韶
華
。
涙
珠
難
絕
、
欄
干
一
角
、
情
緖
如
麻
。

人
遠
花
飛
春
也
盡
、
趁
黄
昏
弄
笛
誰
家
。
雨
潛
梅
子
、
嬋
吹
柳
絮
、
愁
絕
天
涯
。

○
點
絳
脣
（「
鷗
延
新
誌
」
第
四
十
四
集
、
明
治
二
十
二
年
九
月
）

湖
上
夜
歸

月
氣
惺
篁
、
一
嬋
吹
作
聲
悽
楚
。
箇
中
秋
趣
。

似
蓮
心
苦
。

漠
漠
新
涼
、
香
遠
煙
迷
渚
。
眠
鷗
鷺
。
夜
深
沈
處
。
閒
延
能
成
否
。

○
長
相
思
（「
鷗
延
新
誌
」
第
四
十
四
集
、
明
治
二
十
二
年
九
月
）

嬋
瀟
瀟
。
雨
瀟
瀟
。
小
海
棠
魂
不
可
招
。
芙
蓉
一
樣
顦
。

思
迢
迢
。
延
迢
迢
。
一
縷
香
煙
與
酒
消
。
新
寒
透
碧
綃
。

○
轉
應
曲
（「
鷗
延
新
誌
」
第
四
十
四
集
、
明
治
二
十
二
年
九
月
）

促
織
。
促
織
。
聲
在
床
邊
轉
急
。
金
鳧
烟
燼
沈
香
。
鐙
影
迷
離
夜
長
。
長
夜
。
長

夜
。
數
盡
丁
丁
漏
也
。

附
記
：
上
掲
の
詞
四
闋
は
、
神
田
喜
一
郞
博
士
『
日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
Ⅱ
』（『
神

田
喜
一
郞
全
集
』
第
七
卷
所
收
、
同
朋
舍
出
版
、
一
九
八
六
）
に
も
引
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
張
珍
懷
箋
注
、
施
議
對
審
訂
『
日
本
三
家
詞
箋
注
』（
澳
門
中
華
詩
詞

學
會
、
二
〇
〇
三
）
所
收
の
「
竹
溪
詞
」
に
は
、「
點
絳
脣
」「
轉
應
曲
」
の
二
闋

が
載
録
さ
れ
て
い
る
。

「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
所
收
詩
文

〔
文
三
篇
〕

○
學
而
時
習
説
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
九
十
號
、
明
治
十
八
年
九
月
二
十
五
日
）

人
性
善
也
。
不
受
敎
而
全
性
善
者
、
聖
也
。
受
敎
而
全
性
善
者
、
賢
也
。
雖
受
敎

而
不
能
全
性
善
者
、
愚
也
。
孔
子
曰
、
學
而
時
習
之
。
不
亦
説
乎
。
何
者
人
性
善
。

欲
明
善
而
全
其
性
、
則
學
而
後
能
得
之
矣
。
若
天
苦
其
難
而
不
學
者
、
是
自
棄
也
。

學
而
時
時
温
習
之
、
則
性
與
理
會
。
故
曰
不
亦
説
乎
。

○
非
蘇
子
瞻
續
楚
語
論
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
九
十
四
號
、
明
治
十
八
年
十
一
月

二
十
五
日
）

屈
到
嗜
芰
、
臨
終
召
其
宗
老
、
而
屬
之
曰
、
祭
我
必
以
芰
。
及
祥
祭
、
宗
老
將
薦

芰
、
屈
建
命
去
之
。
蘇
子
瞻
曰
、
屈
到
身
爲
正
卿
、
死
不
爲
民
。
而
口
腹
是
憂
、

其
爲
陋
亦
甚
矣
。
甚
矣
哉
、
蘇
子
之
愚
也
。
語
曰
、
三
年
無
改
父
之
道
、
可
謂
孝
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矣
。
夫
子
木
背
父
絕
命
之
言
、
非
不
孝
而
何
。
假
令
屈
到
之
言
不
可
、
豈
忍
於
去

之
哉
。
禮
曰
、
祭
之
日
、
思
其
所
樂
、
思
其
所
嗜
、
是
人
子
之
心
也
。
而
子
木
命

去
芰
、
其
心
思
果
如
何
乎
。
是
人
之
子
之
所
不
忍
。
而
子
木
忍
之
、
可
不
謂
不
孝

哉
。
且
子
木
非
父
之
言
而
去
之
、
則
顯
其
惡
也
。
是
亦
人
子
之
所
不
忍
。
而
子
木

忍
之
、
可
不
謂
不
孝
哉
。
嗚
呼
、
子
木
背
禮
也
。
不
待
喋
喋
之
辯
而
知
焉
。
甚
矣

哉
、
蘇
子
之
愚
也
。

○
月
喩
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
〇
〇
號
、
明
治
十
九
年
二
月
二
十
五
日
）

無
雲
則
淸
光
嬋
娟
、
如
水
如
氷
、
莫
毫
末
不
辨
焉
。
有
雲
則
宇
宙
暗
淡
、
不
能
辨

咫
尺
焉
。
余
有
大
所
感
也
。
夫
月
也
者
、
可
以
喩
人
性
歟
。
人
性
本
善
、
苟
爲
利

欲
失
其
性
、
將
亡
國
破
家
。
然
一
旦
求
諸
己
而
反
於
其
本
、
則
無
破
亡
之
患
矣
。

何
則
性
也
者
、
我
非
求
之
而
得
之
、
我
固
有
之
也
。
由
是
言
之
、
人
性
公
明
、
猶

月
之
無
雲
也
。
失
之
則
暗
淡
、
猶
月
之
有
雲
也
。
嗚
呼
天
下
之
人
見
此
月
而
求
諸

其
身
、
則
庶
幾
乎
其
不
差
矣
。

〔
詩
二
十
首
〕

○
春
日
偶
成
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
七
十
五
號
、
明
治
十
八
年
二
月
十
日
）

鶯
語
綿
蠻
西
樸
東
、
梅
花
馥
郁
白
兼
紅
。

高
樓
有
酒
探
詩
處
、
吟
醉
魂
飄
春
苑
嬋
。

○
春
曉
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
七
十
七
號
、
明
治
十
八
年
三
月
十
日
）

春
眠
心
最
快
、
帳
底
囀
黄
鸝
。

開
窗
天
未
曙
、
月
宿
杏
花
枝
。

（
５
）

○
春
宵
歩
月
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
七
十
九
號
、
明
治
十
八
年
四
月
十
日
）

天
有
月
輪
地
有
花
、
春
來
飽
領
月
中
花
。

花
乎
月
也
眞
吾
友
、
臨
月
斜
邊
惜
落
花
。

○
落
花
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
八
十
二
號
、
明
治
十
八
年
五
月
二
十
五
日
）

紅
紅
白
白
點
靑
苔
、
痩
蝶
猶
踵
痩
客
來
。

終
日
問
花
花
不
答
、
爲
誰
零
落
爲
誰
開
。

○
吊
内
山
松
堂
姉
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
八
十
五
號
、
明
治
十
八
年
七
月
十
日
）

逝
矣
招
魂
涙
濕
衣
、
傷
君
永
別
竟
無
期
。

南
嬋
何
事
轉
狼
藉
、
吹
折
垂
楊
柔
一
枝
。

○
詠
竹
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
八
十
八
號
、
明
治
十
八
年
八
月
二
十
五
日
）

七
賢
六
逸
愛
淸
貞
、
于
世
長
留
知
己
名
。

明
月
照
時
窗
紙
畫
、
冷
嬋
飄
處
佩
環
鳴
。

不
唯
高
節
傲
霜
雪
、
猶
是
虚
心
堪
雨
霙
。

多
少
杏
桃
凡
俗
耳
、
漫
誇
花
氣
一
時
榮
。

○
秋
日
過
古
戰
場
。
澤
一
舟
席
上
分
韻
、
得
日
字
。（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
九
十

一
號
、
明
治
十
八
年
十
月
十
日
）

鴻
雁
乘
秋
飛
癒
疾
、
滿
山
落
葉
嬋
蕭
瑟
。

至
今
此
地
有
殘
戈
、
追
想
往
時
紛
戰
日
。

（
６
）

（
７
）
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○
中
秋
觀
月
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
九
十
二
號
、
明
治
十
八
年
十
月
二
十
五
日
）

待
月
月
登
東
嶺
巓
、
淸
光
如
水
十
分
圓
。

嬋
磨
雨
洗
潔
尤
潔
、
地
闊
天
高
娟
更
娟
。

愛
此
江
樓
幽
客
會
、
勝
他
金
屋
美
人
筵
。

吟
詩
達
曙
君
休
去
、
一
墜
西
山
樸
挽
年
。

○
賦
得
萬
戸
搗
衣
聲
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
九
十
四
號
、
明
治
十
八
年
十
一
月
二

十
五
日
）

木
葉
正
零
落
、
江
邊
秋
復
深
。

娟
娟
明
月
照
、
颯
颯
勁
嬋
侵
。

已
破
征
人
延
、
却
摧
少
婦
心
。

冷
蛩
寒
雁
外
、
別
有
此
哀
音
。

○
新
年
作
（
原
五
節
一
）（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
九
十
八
號
、
明
治
十
九
年
一
月

二
十
五
日
）

車
馬
冒
寒
朝
九
宮
、
不
如
爐
底
寄
斯
躬
。

嬋
吹
上
苑
雖
非
勁
、
氷
結
御
溝
猶
未
融
。

淸
鶴
一
聲
祥
氣
遍
、
驚
鴉
數
點
曙
光
通
。

三
杯
椒
酒
酬
慈
母
、
春
在
千
門
萬
戸
中
。（
結
用
唐
句
）

○
林
和
靖
觀
梅
圖
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
〇
二
號
、
明
治
十
九
年
三
月
二
十
五

日
）（「
海
内
詩
媒
」
第
八
十
集
に
再
録
）

詩
は
省
略

○
新
秋
雨
夜
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
一
四
號
、
明
治
十
九
年
十
月
十
日
）

暑
往
凉
來
夏
已
過
、
自
今
詩
興
屬
誰
家
。

梧
桐
葉
落
夜
將
永
、
蟋
蟀
聲
高
秋
更
譁
。

一
點
燈
殘
感
情
動
、
三
更
酒
醒
斷
魂
多
。

此
中
吾
亦
牽
長
恨
、
悽
雨
慘
嬋
驅
睡
魔
。

○
霜
林
寒
雁
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
二
〇
號
、
明
治
二
十
年
一
月
二
十
五
日
）

曉
梢
嬋
度
葉
狼
藉
、
林
外
帶
霜
殘
月
白
。

寒
雁
鳴
過
影
作
文
、
多
情
奈
此
靑
衿
客
。

○
春
曉
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
二
三
號
、
明
治
二
十
年
三
月
二
十
五
日
）

寶
爐
香
燼
延
初
殘
、
落
月
朦
朧
下
畫
欄
。

白
李
影
明
銷
舊
恨
、
黄
鶯
聲
滑
弄
新
歡
。

輕
嬋
度
處
花
香
冷
、
薄
霧
濃
邊
曉
色
闌
。

嬾
蝶
貪
眠
猶
未
起
、
粉
衣
應
是
怕
春
寒
。

○
題
春
江
花
月
夜
卷
子
二
首
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
二
六
號
、
明
治
二
十
年
五

月
十
日
）

長
江
簪椎
萬
花
嬌
、
何
處
佳
人
弄
玉
簫
。

魂
冷
延
香
洲
畔
月
、
不
堪
重
賦
可
憐
宵
。

十
里
長
堤
花
滿
枝
、
模
糊
一
白
月
光
奇
。

千
金
夜
景
春
無
恙
、
對
酒
誰
題
本
事
詩
。
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○
梅
雨
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
二
八
號
、
明
治
二
十
年
六
月
十
日
）

綠
水
溶
溶
漲
曲
江
、
路
泥
三
尺
不
堪
筇
。

野
梅
黄
處
喧
群
雀
、
門
柳
暗
邊
吠
小
尨
。

俗
客
不
來
松
下
屋
、
幽
人
空
掩
竹
閒
窗
。

遠
鐘
聲
裡
日
將
暮
、
戰
雨
芭
蕉
翠
影
濃
。

○
絕
句
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
三
〇
號
、
明
治
二
十
年
七
月
十
日
）

明
月
玲
瓏
無
片
雲
、
金
爐島
盡
麝
蘭
薰
。

美
人
何
處
茉
莉
曲
、
聲
入
翠
珠
簾
裏
聞
。

○
冬
夜
月

同
耕
石
、
竹
香
、
竹
所
、
柳
溪
四
子
賦
。
得
語
韻
。（「
螢
雪
學
庭
志

叢
」
第
一
三
九
號
、
明
治
二
十
年
十
二
月
十
日
）

如
欲
眠
蠶
慵
私
語
、
興
懷
幾
度
嘆
齟
齬
。

栖
鴉
無
影
雪
殘
蘆
、
斷
雁
有
聲
霜
滿
渚
。

詩
酒
今
宵
伴
筆
箋
、
江
山
何
處
望
呉
楚
。

定
知
一
棹
曲
江
舟
、
孤
客
魂
銷
奈
愁
緖
。

○
歳
暮
雜
詩
（「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
四
二
號
、
明
治
二
十
一
年
二
月
十
日
）

歸
鴉
無
影
也
黄
昏
、
殘
菊
籬
邊
痩
影
存
。

延
外
幽
情
忘
不
得
、
香
煙
一
縷
賦
銷
魂
。

〔
鷗

樓
詩
集
題
詞
及
序
〕

※
作
品
の
末
尾
に
馬
杉
雲
外
と
森
川
竹
溪
の
評
語
も
附
す
。

○
竹
溪
詩
集
題
詞
（「
鷗
延
新
誌
」
第
六
集
、
明
治
十
九
年
六
月
）

三
好
痩
石
（
名
鐘
）

磊
落
詩
名
四
海
鳴
、
招
魂
廟
畔
結
同
盟
。

白
鷗
一
延
閒
天
地
、
翠
竹
三
竿
舊
性
情
。

品
月
評
花
皆
出
色
、
範
山
摸
水
好
成
聲
。

篇
中
讀
到
琅
玕
句
、
知
是
阿
兄
比
盛
榮
。（
竹
溪
頃
日
設
鷗
延
吟
社
、
輯
同
人
之

詩
以
發
刊
新
誌
、
且
性
好
竹
、
故
句
中
及
之
）

雲
外
云
、
品
評
不
遺
、
語
意
倶
到
、
非
心
攜
之
人
不
能
也
。

森
川
竹
溪
云
、
余
詩
素
竹
頭
木
屑
耳
。
今
得
高
作
、
更
生
一
層
之
光
暉
、
不
耐

感
謝
。
然
過
譽
之
語
不
敢
當
。

○
竹
溪
詩
集
序
（「
鷗
延
新
誌
」
第
八
集
、
明
治
十
九
年
八
月
）

磯
部
蒼
崕
（
名
武
者
五
郞
）

天
下
多
愛
竹
者
、
而
得
其
眞
者
少
。
曰
虚
心
、
曰
貞
幹
、
曰
高
節
、
曰
扶
疏
。
是

皆
其
外
相
也
。
以
是
愛
竹
乎
。
虚
心
高
節
之
物
多
于
天
下
、
何
必
唯
竹
爲
然
。
然

得
其
眞
也
甚
難
矣
。
嬋
晨
月
夕
、
靜
對
竹
而
泊
然
澹
然
、
深
有
默
契
者
、
可
以
得

其
眞
。
此
非
局
促
塵
界
者
之
所
能
知
、
樸
非
放
漫
豪
譟
者
之
所
能
悟
也
。
友
人
森

川
雲
卿
詩
才
超
越
、
夙
登
吟
壇
、
名
流
江
湖
。
性
深
愛
竹
、
竹
溪
之
號
由
之
云
。

然
其
所
愛
在
虚
心
高
節
之
外
相
歟
、
抑
有
得
其
眞
歟
。
余
與
雲
卿
交
久
。
相
會
也

談
詩
論
文
、
如
高
山
流
水
、
如
光
嬋
霽
月
、
是
雲
卿
之
所
得
於
竹
也
。
余
嘗
竊
徴

竹
溪
詩
詞
文
拾
遺

附
鷗
延
樓
詩
集
題
詞
及
序

八
八



之
雲
卿
之
詩
、
温
雅
如
玉
、
雄
渾
如
龍
、
其
聲
如
羅
陵
頻
伽
之
起
於
碧
空
。
乃
知

雲
卿
不
局
促
塵
界
、
樸
無
放
漫
豪
譟
之
病
。
而
温
柔
敦
厚
得
眞
之
爲
眞
、
以
至
於

此
也
。
然
則
其
所
得
於
竹
者
、
蓋
明
矣
。
頃
日
、
雲
卿
示
詩
集
、
以
需
余
序
。
余

性
駑
下
、
復
何
一
言
。
聊
敍
所
思
、
以
塞
責
云
。
明
治
十
九
年
、
七
月
初
一
日
、

蒼
崕
磯
部
武
撰
。

雲
外
云
、
戛
玉
篩
金
者
、
竹
也
。
呑
雨
吐
雲
者
、
筆
也
。
竹
也
者
、
可
截
作
筆

焉
。
筆
也
者
、
可
把
作
文
焉
。
有
竹
而
有
筆
、
有
筆
而
有
文
。
竹
之
與
筆
、
筆

之
與
文
、
同
種
同
氣
。
賈
生
云
、
同
明
相
照
、
同
類
相
求
。
余
於
是
序
而
知
焉
。

竹
溪
云
、
以
竹
起
、
以
竹
結
。
文
章
自
有
鏗
鏘
之
音
矣
、
眞
得
余
意
。

○
竹
溪
詩
集
題
詞
（「
鷗
延
新
誌
」
第
十
一
集
、
明
治
十
九
年
十
一
月
）

岡
田
昆
陽
（
名
鐸
郞
）

不
羡
官
門
富
貴
榮
、
詞
壇
到
處
播
才
名
。

尋
花
東
里
春
吹
笛
、
賞
月
南
坡
夜
弄
箏
。

性
比
七
才
殊
覺
勝
、
詩
兼
三
體
別
看
精
。

把
君
吟
稿
讀
三
復
、
處
處
嬋
光
篇
裡
橫
。

雲
外
云
、
余
與
竹
溪
交
非
一
日
、
而
未
嘗
得
聞
吹
笛
彈
箏
也
。
願
得
陪
他
時
花

月
之
游
聞
竹
溪
吹
彈
。

○
竹
溪
詩
集
題
詞
（
原
三
節
二
）（「
鷗
延
新
誌
」
第
十
二
集
、
明
治
十
九
年
十
二
月
）

平
田
耕
石
（
名
今
三
郞
）

推
敲
果
是
格
調
殊
、
壓
世
佳
篇
悉
瑾
瑜
。

澹
雅
嬋
流
韋
與
柳
、
悠
揚
氣
概
白
兼
蘇
。

登
樓
會
友
興
偏
豁
、
結
社
訂
交
歡
不
孤
。

試
取
君
詩
比
庭
樹
、
長
松
秀
竹
樸
高
梧
。

雲
外
云
、
格
調
高
雅
、
語
意
逼
眞
。
是
可
以
題
竹
溪
詩
集
也
。

竹
溪
云
、
拙
著
得
此
佳
題
、
更
生
萬
丈
之
光
焔
。

詩
人
情
與
俗
情
殊
、
朝
詠
暮
吟
心
快
乎
。

滿
架
圖
書
閑
富
貴
、
一
庭
竹
樹
別
寰
區
。

看
花
烹
茶
眞
幽
味
、
坐
月
焚
香
亦
靜
娯
。

料
識
此
中
多
好
句
、
皕
餘
篇
是
皕
餘
珠
。

雲
外
云
、
纖
巧
感
人
、
非
得
竹
溪
平
素
不
能
也
。

○
鷗
延
樓
詩
集
序
（「
鷗
延
新
誌
」
第
十
五
集
、
明
治
二
十
年
三
月
）

内
山
松
堂
（
名
耕
三
郞
）

詩
尚
實
而
不
尚
華
也
。
實
猶
肉
也
。
華
猶
皮
也
。
譬
之
柑
肉
之
美
而
不
可
食
皮
、

非
耶
。
余
與
森
川
雲
卿
交
久
矣
。
頃
日
雲
卿
編
平
生
所
作
之
詩
二
百
餘
首
、
名
曰

鷗
延
樓
詩
集
。
此
集
也
使
讀
者
心
爽
情
娯
矣
。
然
而
其
雄
麗
之
詩
則
讀
者
呼
快
、

悲
壯
之
詩
則
讀
者
起
感
。
何
則
雲
卿
所
加
意
殊
在
性
情
也
。
卽
柑
之
肉
也
、
非
柑

之
皮
也
。
雲
卿
未
弱
冠
、
而
播
名
於
吟
社
、
可
謂
少
年
詩
人
矣
。
及
雲
卿
乞
余
一

言
、
取
柑
肉
之
喩
以
爲
之
序
。

八
九

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
號



雲
外
云
、
簡
潔
秀
麗
、
柑
肉
柑
皮
之
喩
尤
妙
。

森
川
雲
卿
云
、
諸
友
之
序
文
及
題
詞
、
或
以
竹
、
或
以
鷗
、
唯
此
序
以
柑
爲
喩
、

獨
出
于
人
意
表
。

○
鷗
延
樓
詩
集
題
詞
三
首
之
一
（「
鷗
延
新
誌
」
第
十
六
集
、
明
治
二
十
年
四
月
）

平
田
耕
石
（
名
今
三
郞
）

擲
却
塵
懷
俗
累
無
、
春
山
秋
水
儘
操
觚
。

滿
牀
書
帙
珍
而
美
、
幾
卷
詩
篇
約
不
蕪
。

脩
竹
古
松
移
倚
石
、
早
梅
寒
菊
伴
烹
茶
。

淸
閑
端
坐
吟
哦
處
、
匹
似
白
鷗
浮
綠
湖
。

雲
外
云
、
奇
巧
之
筆
寫
奇
巧
之
趣
、
使
人
想
望
竹
溪
詩
集
之
奇
巧
。

生
前
に
刊
行
さ
れ
た
竹
溪
の
詩
文
集
は
『
得
閒
集
』（
二
卷
）
の
み
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
一
部
の
作
品
を
除
き
、
竹
溪
二
十
二
歳
（
明
治
二
十
三
年
、
一
八
九
〇
）

か
ら
二
十
三
歳
ま
で
の
作
品
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
『
得
閒
集
』
編
纂
以
前

に
も
、
そ
れ
ま
で
の
篇
章
を
一
册
に
ま
と
め
る
意
志
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
が

『
鷗
延
樓
詩
集
』
で
あ
り
、
現
在
知
り
得
る
と
こ
ろ
で
は
竹
溪
最
初
期
の
作
品
集

と
な
る
。

右
の
題
詞
と
序
文
に
據
る
と
、『
鷗
延
樓
詩
集
』
は
お
お
む
ね
明
治
二
十
年
以

前
に
は
、
た
だ
單
に
『
竹
溪
詩
集
』
と
稱
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。『
鷗
延
樓
詩
集
』

の
名
が
見
え
る
の
は
、
明
治
二
十
年
三
月
刊
「
鷗
延
新
誌
」
第
十
五
集
所
收
の
内

山
松
堂
の
序
文
か
ら
で
あ
る
。

竹
溪
は
、
自
ら
編
集
し
た
詩
集
を
友
人
た
ち
に
見
せ
、
序
文
や
題
詞
を
乞
う
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
九
年
七
月
の
署
名
の
あ
る
磯
部
蒼
崕
の
序
文
、
ま
た

内
山
松
堂
の
序
文
も
竹
溪
が
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
最
も
早
い
題
詞
の
作
者
で

あ
る
三
好
痩
石
を
は
じ
め
、
蒼
崕
、
松
堂
、
岡
田
昆
陽
、
平
田
耕
石
い
ず
れ
も
竹

溪
と
ほ
ぼ
同
年
輩
の
人
物
で
あ
る
。
彼
ら
に
閱
覽
し
て
も
ら
う
う
ち
に
、『
鷗
延

樓
詩
集
』
と
い
う
書
名
も
固
ま
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
年
齡
も
近
く

親
し
く
平
生
を
知
る
者
か
ら
の
題
詞
で
あ
る
た
め
か
、
岡
田
昆
陽
の
詩
に
「
尋
花

東
里
春
吹
笛
、
賞
月
南
坡
夜
弄
箏
」
と
詠
じ
、
そ
れ
が
竹
溪
の
師
で
あ
る
馬
杉
雲

外
の
知
ら
な
い
一
面
で
あ
っ
た
よ
う
で
「
余
與
竹
溪
交
非
一
日
、
而
未
嘗
得
聞
吹

笛
彈
箏
也
。
願
得
陪
他
時
花
月
之
游
聞
竹
溪
吹
彈
」
と
評
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。

だ
が
『
鷗
延
樓
詩
集
』
は
、
つ
い
に
公
刊
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
友
人
た
ち
の

題
詞
や
序
文
と
と
も
に
筐
底
に
祕
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
竹
溪
自
身
が
「
鷗
延

新
誌
」
第
十
九
集
（
明
治
二
十
年
七
月
）
の
「
弘
報
」
欄
に
、

小
生
曾
テ
舊
稿
ヲ
編
シ
鷗
延
樓
詩
集
ト
稱
シ
友
人
ノ
序
文
題
詞
ヲ
本
誌
ヘ
掲

載
セ
シ
處
社
員
諸
君
中
或
ハ
出
板
セ
シ
カ
ノ
御
問
合
有
之
候
處
右
ハ
全
ク
保

存
ノ
爲
メ
ニ
謄
寫
セ
シ
者
ニ
テ
決
シ
テ
出
版
等
ノ
事
ハ
無
之
候
閒
左
樣
御
承

知
被
下
度
候
一
々
御
返
事
可
申
上
ノ
處
多
忙
中
誌
上
ヲ
以
テ
右
御
報
知
申
上

候
也

丁
亥
七
月

森
川
竹
溪
拜

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
鷗
延
樓
詩
集
』
は
舊
作
の
整
理
保
存
の
た
め
に
編
集

竹
溪
詩
詞
文
拾
遺

附
鷗
延
樓
詩
集
題
詞
及
序

九
〇



し
た
も
の
で
、
も
と
も
と
出
版
は
計
畫
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
、『
鷗
延
樓
詩
集
』
の
具
體
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
平
田
耕
石
の
題
詞
（「
鷗
延
新
誌
」
第
十
二
集
所
收
の
第
二
首
）
に
「
皕
餘

篇
是
皕
餘
珠
」
と
あ
り
、
ま
た
内
山
松
堂
の
序
文
に
「
頃
日
雲
卿
編
平
生
所
作
之

詩
二
百
餘
首
、
名
曰
鷗
延
樓
詩
集
」
と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、『
鷗
延
樓
詩
集
』
に

は
二
百
餘
篇
の
作
品
が
收
録
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
輯

め
た
の
は
、「
竹
溪
若
年
の
詩
詞
文
─
集
外
詩
詞
四
十
九
首
及
び
佚
文
五
篇
─
」

で
詩
四
十
六
首
・
詞
三
闋
・
文
五
篇
、「
竹
溪
詩
詞
文
續
補
遺
」
で
は
詩
四
十
一

首
・
詞
二
十
六
闋
・
文
一
篇
、
そ
れ
に
本
稿
の
詩
三
十
首
と
詞
四
闋
、
文
三
篇
を

加
え
る
と
合
計
で
詩
一
一
七
首
・
詞
三
十
三
闋
・
文
九
篇
で
あ
る
が
、『
鷗
延
樓

詩
集
』
と
題
す
る
以
上
文
章
は
收
載
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
か
ら
詩
詞
合
わ

せ
て
一
五
〇
首
と
な
り
、
や
っ
と
七
割
を
超
え
た
程
度
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
す
な
わ
ち
、
竹
溪
の
初
期
作
品
は
な
お
五
〇
首
餘
り
が
未
發
見
な
の
で
あ
り
、

今
後
も
可
能
な
限
り
、
そ
の
搜
求
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

註（
１
）「
新
聞
紙
条
例
」
第
一
条
に
「
凡
ソ
新
聞
紙
及
時
々
ニ
刷
出
ス
ル
雑
誌
・
雑
報
ヲ

発
行
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
、
持
主
若
ク
ハ
社
主
ヨ
リ
其
ノ
府
県
庁
ヲ
経
由
シ
テ
願
書

ヲ
内
務
省
ニ
捧
ゲ
允
准
ヲ
得
ベ
シ
」
と
あ
る
。

（
２
）
東
京
大
學
大
學
院
法
學
政
治
學
研
究
科
附
屬
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
の

明
治
新
聞
雜
誌
文
庫
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
詩
二
十
首
の
う
ち
、「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
〇
二
號
に
收
め
ら
れ
て
い
る
「
林

和
靖
觀
梅
圖
」
は
、
明
治
二
十
年
三
月
刊
の
「
海
内
詩
媒
」
第
八
十
集
に
再
録
さ

れ
て
お
り
、
旣
に
拙
稿
「
竹
溪
若
年
の
詩
詞
文
─
集
外
詩
詞
四
十
九
首
及
び
佚
文

五
篇
─
」
で
紹
介
し
た
の
で
、
本
文
を
重
複
し
て
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

な
お
、「
螢
雪
學
庭
志
叢
」
第
一
〇
二
號
は
明
治
十
九
年
三
月
の
刊
行
な
の
で
、

「
海
内
詩
媒
」
第
八
十
集
よ
り
一
年
早
い
。

（
４
）「
海
内
詩
媒
」
は
稀
覯
本
で
、
各
所
蔵
機
関
に
お
い
て
も
全
号
の
所
蔵
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
網
羅
的
な
調
査
は
困
難
で
あ
る
。

（
５
）
本
詩
は
「
鬪
詩
」
欄
（
市
川
湫
村
批
點
）
応
募
作
品
で
、
第
七
席
と
な
っ
て
い

る
。

（
６
）
本
詩
は
「
鬪
詩
」
欄
（
市
川
湫
村
批
點
）
応
募
作
品
で
、
第
一
席
と
な
っ
て
い

る
。

（
７
）
本
詩
は
「
鬪
詩
」
欄
（
市
川
湫
村
批
點
）
応
募
作
品
で
、
第
四
席
と
な
っ
て
い

る
。

本
稿
は
、
平
成
十
八
・
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）・
研
究
課
題

名
「
日
本
に
お
け
る
詞
の
収
集
と
整
理
」（
課
題
番
号
一
八
五
二
〇
一
一
二
）
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

九
一

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
號


